
  

  

  

 

 

 

 

 
 
 
 

☆小正月行事・だんごさしの集い開催☆ 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１月１４日（土）に小正月行事の「だんごさしの集い」が行われました。子供た 

ちから短冊２枚に今年の目標（勉強やスポーツなど今年頑張る事）を書いてもらい、 

だんご木（みずき）に下げてもらってから、船せんべいや紙でできている飾り、PP 

バンドを編んで作った金魚などをつけてもらって最後に餅玉（だんごの代わり）を 

木に付けてもらいました。出来上がっただんご木は、公民館を訪れた人に見てもら 

えるように、1 階の和室に飾られています。ぜひ、公民館に足を運んでみてくださ 

い。 

 

（小正月行事のだんごさしは、五穀豊穣、無病息災を 

願って行われています。） 
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今年は 

南南東です！ 

 

 

 

  
 
 

毎日寒い日が続きますが、中山地区の皆さんいかがお過ごしですか？ 

今年は雪が降らない時期があったり、気温がいつもより高い、低い、などといつもと

違う冬となっておりますが、体調を崩されている方はいませんか？新型コロナウイルス・

インフルエンザウイルス等の感染防止対策と寒さ対策を、引き続き一緒に取り組みまし

ょう。 

 ２月は節分ですね。ご家庭で、豆まき・恵方巻きで厄を払い、福を呼び込みましょう！ 
 

 
 

 

 
 

１月末に各ご家庭に送付させていただいた「世帯調査表」のご提出をお願いします。 

これは令和５年度の健康診断の希望調査となりますので、検診を希望しない方も含めて、

調査表に記載された全員についての回答にご協力ください。 

※かかりつけ医で定期的に受診している方も、市の健康診査を受けてみませんか？いつもの

検査項目のほかにも、自身の健康状態を詳しく把握することができる機会です。ぜひご活用

ください。 

 

 

 

 

 

  ・対象年齢：２０歳以上 

  ・検診内容：基本健診、特定健診、がん検診（胃、大腸、肺、子宮、乳） 

  ・健診会場：中山地区公民館、山形検診センター 

        ※６５歳以上の方は市内指定医療機関での受診も可能です 

年齢や健康保険によって、受けられる検査項目や会場、料金は異なります。詳しくは、 

届いた世帯調査表と案内をご覧ください。 

 

かみのやま健康ポイントにご参加の皆様、歩数はいかがですか。 

寒い日は特に、準備体操をしてから、足元に注意して歩いて、体をポカポカ 

にしましょう。👣 

２月は冬の活動量アップイベントも企画しております。無理のない範囲で、 

皆様のご参加お待ちしております！ 

 

上山市健康推進課 保健師 今野 

健 康 メ モ ２月

号 

 

２月１７日(金)まで「世帯調査表」をご提出ください 
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中
山
の
文
化
財
に
つ
い
て 

中
山
地
区
は
昭
和
三
十
二
年
に
置
賜
郡
か
ら
の
編
入
合
併
で
あ
る
。
よ
っ
て
文

化
財
に
関
し
て
は
、
旧
上
山
市
か
ら
刊
行
さ
れ
た
書
籍
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
も
中
世
か
ら
の
敵
味
方
で
、
昭
和
二
十
年
頃
ま
で
は
交
流
も
少
な
か
っ
た
し

言
葉
も
違
い
、
置
賜
で
は
上
山
の
方
々
を
「
最
上
衆
」
と
呼
ん
で
い
た
。 

市
で
も
、
羽
州
街
道
と
称
し
て
楢
下
宿
を
中
心
に
、
予
算
を
投
じ
て
調
査
報
告

書
や
展
示
を
開
催
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
市
内
で
も
、
中
山
や
山
元
・
久
保

手
と
い
っ
た
、
後
の
合
併
で
あ
る
地
域
の
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
し
て
今

後
の
調
査
は
望
め
な
い
が
、
令
和
期
に
入
っ
て
は
遅
す
ぎ
て
、
失
っ
た
文
化
財
は

多
い
。
個
人
的
に
申
し
上
げ
れ
ば
、
楢
下
宿
と
中
山
城
下
は
、
同
等
の
景
観
で
あ

る
。
中
山
地
区
に
お
け
る
現
在
の
文
化
財
指
定
は
「
石
造
り
中
山
橋
と
掛
入
石
」

で
、
小
学
校
も
休
校
と
な
っ
た
昨
今
、
こ
の
様
な
観
念
か
ら
、
今
後
、
ど
う
し
て

も
保
存
し
た
い
文
化
財
、
中
山
城
跡
を
述
べ
る
。
そ
の
前
に
、
近
隣
の
指
定
文
化

財
の
近
況
を
報
告
す
る
。 

平
成
二
十
一
年
、
最
上
川
の
舟
着
場
の
見
張
り
と
し
て
、
寒
河
江
大
江
氏
の
一

族
が
居
城
し
て
い
た
西
村
山
大
江
町
の
「
左
沢
楯
山
城
跡
」
が
国
指
定
と
な
っ
た
。 

平
成
二
十
六
年
、
修
験
道
の
名
残
を
含
む
地
域
の
一
帯
に
、
寺
社
が
建
立
さ
れ
て

い
る
寒
河
江
市
の
慈
恩
寺
も
国
指
定
と
な
っ
た
。
ま
た
、
寺
院
を
囲
む
よ
う
に
構

築
さ
れ
た
「
肥
前
楯
」・
「
尾
山
楯
」
・「
ゴ
ロ
ビ
ツ
楯
」
も
含
め
て
の
国
指
定
を
申

告
し
て
い
る
。 

平
成
二
十
八
年
、
鬼
面
川
と
大
樽
川
が
合
流
す
る
地
点
の
半
島
状
に
突
出
た
米

沢
市
の
「
舘
山
城
跡
＝
新
田
四
郎
義
直
居
城
」
が
、
国
指
定
。 

 

【
中
山
城
跡
】 

平
成
九
年
七
月
、
県
埋
蔵
文
化
財
調
整
会
議
に
お
い
て
、
国
道
十
三
号

上
山
南
バ
イ
パ
ス
計
画
路
線
が
示
さ
れ
、
九
月
に
は
い
る
と
、
県
教
育
委

員
会
・
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
が
現
地
視
察
・
調
査
を
行
い
、
従
来

認
識
さ
れ
て
い
た
城
郭
の
範
囲
を
超
え
て
、
中
山
城
の
一
部
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
遺
跡
が
確
認
さ
れ
、
現
状
保
存
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
た
。
同
月

内
に
県
教
育
委
員
会
文
化
課
は
文
化
庁
記
念
物
課
と
協
議
を
行
い
、
国
指

定
候
補
と
し
て
の
評
価
を
確
認
し
、
地
元
に
お
い
て
路
線
の
調
整
を
行
う

べ
き
旨
の
指
導
を
受
け
た
。
結
果
的
に
は
、
バ
イ
パ
ス
工
事
中
の
指
定
は
、

文
化
財
の
破
壊
に
充
の
で
、
開
通
後
に
「
国
指
定
文
化
財
」
と
な
る
、
と

約
束
を
取
り
付
け
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
開
通
す
る
ま
で
の
間
、
文

化
庁
の
技
官
も
人
事
異
動
で
、
当
時
に
約
束
し
た
技
官
は
お
ら
ず
、
市
教

育
委
員
会
要
請
で
新
し
い
技
官
が
現
状
を
視
察
、
結
果
は
、
道
路
が
出
来

て
城
郭
の
一
部
が
破
壊
さ
れ
た
の
で
、
指
定
は
無
理
で
あ
る
と
、
市
長
宛

に
文
章
が
届
い
た
。
市
で
も
何
故
、
伊
藤
先
生
や
私
共
に
連
絡
も
な
く
、

視
察
に
応
じ
た
の
か
を
悔
や
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
文
書
一
枚
で
、
市
教

育
委
員
会
も
納
得
し
た
経
緯
が
軽
率
で
あ
る
。
道
路
が
出
来
て
も
国
指
定

を
約
束
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
約
束
の
詳
細
は
参
考
文
献
で
示
す
。
市

指
定
に
も
な
っ
て
い
な
い
。 

参
考
文
献 

上
山
市
教
育
委
員
会
『
中
世
の
城
郭 

中
山
城
中
山
城
跡
調
査
報
告
書
』

平
成
十
五
年
刊 


